
今午の実習発掘は惨めであった女fが次々に熱を出してはひっくりかえるのであ

る医帥が気色ばんで、これ以にこの状態か絖く女ら,汁画の中止を蓼求する、といき

まき始めメ'私か、'一生を死に1動きに働かせて何かを得ようとしている絞狷な教帥に

嗣査'1・.の生活条件は、突は近年1'稀なほとよかたのである兄えオ・らい

川チ想いもさることながら、女 f"らが健康管理の能力を失くしぐいる実態に驚ろ

、文化そのものか'm廿裏しつぁる1'違いないという恐怖にとりつかれ、あの炎犬の

太暢、〒!、1.K 兒えぐしまた粥5 刈兄 fJ'い faの字仕UJりのひとつを放梨し、

侘譜111.を噛り掘りしたままbιぜを心寸、メ、私世代の'柴で,:えぱ、敵前逃じ:1、

*9 い・はないかノ

室内の実習も野外1'劣らぬ劣恕な艇開才、りメ'た前牟度の報告沓か今年耿1、や

つとできあかた為体を兒ているのて、おら発価して仕リ.fの先取りを試みたのはけ

なげだか、ホ"゛は前川の轍の跡じ 1 追慨1)'人んで行た年に2回の支ι1発掘

をこなし、みんなきちり人前1'な女業行オ、数年前までのーとか梦のよ

うであるも、学外太IWを止め'か n木原と11'1兀と、何皮も頚を兒合せた

恒琳ιを発動て仕 1・1 に排込た'、東1高の殆んどは夜づ1 で、11、テ開に急、かれ

て添削せぬまま叔せたのもある Hが経てぱ向分の文の値うちの判る"、,も来るし、そ

の11キの発鴛の材料になれば全く無益というわけでもあるまいこれをお読みドさる

ガ々は、 1二.;亡のいきさつをお含み下さり、機会かあれぱ学小たちをお励まじさるよ

うお願いします

さて、思力す悩乱の態をお見せしてしまたが、たたこ九だけのもかできるし、

ついても、火に多くのノj々のお川,折になた遺跡を煉滅から'子り、,剖ι作小も炎犬に

、τてお例はしト'さった父野咲男氏や派久郷 1二呈!研究会のガ々、造物を見条ムネ,1

の散火を防いで1さった向井雄氏等をはじめ、様々な往山爰助を給カオ'地域 b々

に御礼小しあげたいまたその動きを,京とさ1、,J"代隊の受人i を倒レ典知卜さた大

城町1モ・教介長・礼教課1ι、朋在にiT,なう Wの'"を扣いでドさた'リⅢ1武戈氏そ

の祠佐のガ々、学乍の石'病に屯沌の岡'まで心てドさた什教,泉長火人、イ門オ・州汗勿

について佃Ⅱ行」斗卜さた'俗札打麦」1・.・火沖姑劇i1 仙j光1六予々、御礼の,;柴を探しr くい、

この次には何とかして御竹1'」いナ'だける札'空火例発払1を災地して、徒Ⅲリ:,胎{、轍いナ'

いものてある
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